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本日の発表の流れ

富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

富士市の男女共同参画について

の歴史・現状を知る。

条例の背景と役割を学び、

問題点について話し合う。

出された意見を整理し、提案する。



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

富士市の男女共同参画につい

て

の歴史・現状を知る。



令和 元年
2019年

平成11年
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平成13年

2001年

平成16年
2004年

平成21年
2009年

平成 7年
1995年

富士市男女共同参画都市宣言
10周年記念事業実行委員会発足

富士市「男女共同参画宣言都市」となる。

「富士市男女共同参画条例」施行

「静岡県男女共同参画推進条例」施行

「男女共同参画基本法」（国）制定

第4回世界女性会議（北京会議）

*日本政府が男女共同参画に本格的に取り組む契機



まずは、条例に着目してみよう。



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

富士市男女共同参画条例・前文

男女が、法の下に平等であり、あらゆる面において
互いにその人権を尊重しなければならないことを、
人々は、男女共同参画を推進する上で改めて認識す
る必要がある。 富士市では、女性プラン及び男女共
同参画プランを策定し、男女共同参画社会の実現に

向けた施 策を推進することにより、性別による固定
的な役割分担意識が見直されつつあるが、より一層
男女 が自らの意思で社会活動に参画する機会を確保
していくことが求められている。



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

富士市男女共同参画条例・前文(続き)

私たちは、男女共同参画社会を築くため、まちづく

り活動をはじめとするさまざまな分野で、男 女が互
いにその生き方を尊重し、共に責任を分かち合える
明るく住みよい環境づくりを進めていか なければな
らない。 このような状況を踏まえ、富士山の恵みを
受けて発展してきた産業都市としての特性を生かし

な がら、男女共同参画社会基本法の趣旨に基づき、
男女共同参画を総合的かつ計画的に推進していく た
め、この条例を制定する。



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

富士市男女共同参画条例

◆前文
◆第１章 総則
（第１条－第９条）

◆第２章 男女共同参画の推進に関する基本的施策
（第１０条－第１４条）

◆第３章 推進体制
（第１５条・第１６条）

◆第４章 雑則
（第１７条）

◆附則



男女共同参画地区推進員

第16条

市長は、男女共同参画の推進を

図るため、男女共同参画の普及

啓発その他の活動を行う

富士市男女共同参画地区推進員を

置くことができる。



地区推進員って？



いるなら実際に会ってみよう。



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

男女共同参画地区推進員

地区推進

員って何し
てるの？

地区推進員

になって良

かった？

お住いの
地区の

状況は？

★7月27日(土)
吉永北地区・細川久美子さん
元吉原地区・鈴木良一さん にインタビューしてきました！



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

富士市男女共同参画条例は
市民と協働でつくりました



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

富士市男女共同参画条例

・2000年 「男女共同参画プラン策定推進会議」設置

総務部男女共同参画室 発足
・2001年 同推進会議より「条例制定」に関する提言

・2002年 「男女共同参画条例づくり市民会議」設置（計17回）

・2003年 「男女共同参画条例づくり市民会議」提言
↓

・2004年 「富士市男女共同参画条例」施行



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

3つの調査に注目しました

◆富士市男女共同参画地区推進員へのアンケート
令和元年富士市市民部多文化・富士市市民部男女共同参画課実施

回答54名、回収率52%

◆富士市男女共同参画に関する生徒意識調査報告書
平成30年度富士市市民部多文化・富士市市民部男女共同参画課実施

回答数2199名、回収率94.5%

＊配付資料を参照ください！

◆富士市男女共同参画に関する事業者調査報告書
平成29年度富士市市民部多文化・富士市市民部男女共同参画課実施

回答数591名、回収率29.6%



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

3つの調査に注目しました

◆富士市男女共同参画地区推進員へのアンケート
令和元年富士市市民部多文化・富士市市民部男女共同参画課実施

回答54名、回収率52%

＊配付資料を参照ください！

★Check!!
地区推進員になる前に「この役」を知っていましたか？
・条例に示されているのにも関わらず、42%が「知らない」

と回答した。
あなたの地区で男女共同参画は進んでいると思いますか？
・半数以上が否定的な回答



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

3つの調査に注目しました
＊配付資料を参照ください！

◆富士市男女共同参画に関する事業者調査報告書
平成29年度富士市市民部多文化・富士市市民部男女共同参画課実施

回答数591名、回収率29.6%

★Check!!

表上段の「従業員数」の「正規」「非正規」
・正規はいまだに男性が優位。
・男性の非正規従業員数が増加している。



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

3つの調査に注目しました

◆富士市男女共同参画に関する生徒意識調査報告書
平成30年度富士市市民部多文化・富士市市民部男女共同参画課実施

回答数2199名、回収率94.5%

＊配付資料を参照ください！

★Check!!
Q.2 女性が仕事を持つことについて
「子どもが出来たら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事
を持つ方が良い」→39.2%

・中学生の時点で、「女性＝仕事を途中でやめる」という
意識が根付いている。



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

条例の背景と役割を学び、

問題点について話し合う。
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男女共同参画条例

を、

上手に活かす！

B分科会のMISSION

どうやったら

上手に活か

せる？

B分科会のテーマ

そもそも

活かし方っ

て？



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

どこにも見当たりませんでした



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

静岡大学

人文社会科学部学部長

日詰一幸氏

困った時の神頼み
（＝プロにお願いしました）

8/31(土)13:00 16:00

B分科会セミナー開催

富士北まちづくりセンター

3階 多目的ホール

ともに 進め！君らしく 

講義＋ワークショップ



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

講演の内容
法律・条例制定の社会的背景

・「男女共同参画社会基本法」(平成11年)施行

・「静岡県男女共同参画推進条例」(平成13年)施行

・「富士市男女共同参画条例」(平成16年)が市民からの提言で制定

講演の内容
男女共同参画社会実現のためのハードル

・男性中心型労働慣行

・固定的性別役割分担意識



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

講演の内容
日詰先生による今後の展望
・指導的地位の女性割合を30%程度にする。

・女性活躍の推進 政治分野におけるクオータ制を導入する。

・「学び」と「気づき」の機会を増やす。

・市・市民・事業者・教育関係者・地域活動団体の全てが連携する。

・「男女共同参画」がさまざまな政策の基軸になる。



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

エンタくんを使用した参加者同士の話し合い

「学び」と「気づき」の機会を増やす。

市・市民・事業者・教育関係者・地域活動団体の全てが連携する。



富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

エンタくんを使用した参加者同士の話し合い

「学び」と「気づき」の機会を増やす。

市・市民・事業者・教育関係者・地域活動団体の全てが連携する。

★中学生～70代まで

幅広い世代の男女

約80名が参加した。





エンタくんを囲んで、

・講演の感想

・日常生活の中で不平等だと感じていること

・今後の展望

をディスカッションしました。







各グループより
「これからの富士市に必要なキーワード」
が出していただきました。





富士市男女共同参画

都市宣言10周年

記念事業実行委員会

B分科会

出された意見を整理し、提案する。



提案①
条例を活用する。（プランの強化）
提案②
条例を改正する。
提案③
市民が自由に話し合い、意見が出せる「場」をつくる。

B分科会の3つの結論



提案①

条例を活用する。（プランの強化）
・4条、5条、6条、7条、8条、16条など
・必要に応じて目標値を設定するなど

B分科会の3つの提案



B分科会の3つの提案

提案②

条例を改正する。
・3条にLGBT、外国籍の人等、少数者への配慮を入れる。
・9条にDVの新しい定義、その他、性暴力を含めたあらゆ
るハラスメントへの配慮を盛り込む。



提案③
市民が自由に話し合い、意見が出せる「場」をつくる。
・多様な市民が参加し、発言できる場を作り、発言されたものを具現化していく。
・条例を活かしたプランを作成したり、条例を改正するために、性別を問わず、
色々な立場、色々な世代の人が集まって話し合い、その内容を発信する「場」
が必要である。（会議の多様性）
・地域住民（小学生・中学生・高校生から・外国籍・障害者・LGBT・シニア世代
など多様な人々）や志縁団体（NPO・任意自主活動団体など）
さらに事業所なども対等な形で参画できるしくみが必要である。

B分科会の3つの提案



富士市男女共同参画都市宣言
10周年記念事業実行委員会

B分科会

小櫛和子
渡辺美惠子
西村知浩
大塚紗菜
小泉卓登

ご静聴ありがとうございました。


